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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成20年10月30日(2008.10.30)

【公開番号】特開2007-113032(P2007-113032A)
【公開日】平成19年5月10日(2007.5.10)
【年通号数】公開・登録公報2007-017
【出願番号】特願2005-303134(P2005-303134)
【国際特許分類】
   Ｃ２３Ｃ  14/34     (2006.01)
   Ｃ２２Ｃ   5/04     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   3/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２３Ｃ  14/34    　　　Ａ
   Ｃ２２Ｃ   5/04    　　　　
   Ｂ２２Ｆ   3/14    １０１Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月11日(2008.9.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
Ｒｕ粉末を通電焼結法により焼結したＲｕスパッタリング用ターゲットであって、金属組
織が等軸晶からなり、かつスパッタ面が（００２）面配向であることを特徴とするＲｕス
パッタリング用ターゲット材。
【請求項２】
酸素含有量が５０質量ｐｐｍ以下であることを特徴とする請求項１に記載のＲｕスパッタ
リング用ターゲット材。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　すなわち、本発明は、Ｒｕ粉末を通電焼結法により焼結したＲｕスパッタリング用ター
ゲットであって、金属組織が等軸晶からなり、かつスパッタ面が（００２）面配向である
Ｒｕスパッタリング用ターゲット材である。
　好ましくは、酸素含有量が５０質量ｐｐｍ以下であり、スパッタ面が（００２）面配向
であるＲｕスパッタリング用ターゲット材である。
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